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はじめに

河道閉塞は地震や豪雨などが要因となり生じた斜面崩壊などの大規模な崩落土砂が,山間部をぬうよ

うに流れる河川を堰止めることによって生じる.2004年に起こった新潟県中越地震では震源地付近で

多数の河道閉塞が報告され,特に芋川流域では集落が水没するなどの甚大な被害が生じた.

本研究地域である伊吹山地域では,その西から南斜面にかけて数回にわたる過去の大規模な崩落の痕

跡が確認できる.伊吹山西麓の姉川流域に堆積する石灰岩の崩落堆積物,姉川沿いに分布する湖成層(伊

吹町史編さん委員会,2003 :小嶋ら,20b6)の存在からも過去にこの地域で河道閉塞が生じていたと

考えられる.

一方,伊吹山地域には河道閉塞の存在や閉塞の決壊を思わせる多くの伝承,地名が伝わっている.こ

のことからこれらの伝承が伝え継がれることが可能な有史時代に,大規模な河道閉塞が生じている可能

性が指摘できる.

本研究では姉川流域において現地調査をおこ

なうと同時に,姉川沿いの湖成層から採取した木

片,小枝,針状の葉試料の 14C年代を決定した.

さらに伊吹山地域に残る河道閉塞に関連する伝

承,民話,地名などを調査した.

現地調査と試料採取

伊吹山西麓米原市,旧伊吹町の姉川流域を調査

地域とした.この地域では北からほぼ南下するよ

うに姉川が流れており;伊吹山の西側から下流に

かけての地域で,石灰岩を主とした崩壊堆積物が

確認された.それぞれの露頭で崩壊堆積物の固結

程度に差がみられることから,これらが堆積した 研究地域概要 (伊吹山,姉川地域)

崩壊の時期は様々であると思われる.崩壊堆積物

より上流の東岸,西岸にはおおよそ 3km の長さにわたって河岸段丘がみられる.姉川沿い,下枝並の

集落付近の河岸段丘の下部にみつかった湖成層中から,14C年代測定に用いた木片,小枝,針状の菓試

料を採取した.この湖成層は灰色の砂～泥が細かく成層しており,非常に穏やかな環境下で堆積したも

のである.試料を採取した層のみで埋没した植物片の濃集がみられた.

14C年代測定結果

名古屋大学年代測定総合研究センター設置のタンデ トロン加速器質量分析計を用いて湖成層中から

採取した木片,小枝,針状の菓試料の 14C年代測定をおこなった.その結果を次に示す.
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木片nol 我幹 塀 聯耕耕椀癖

木片 no.1

木片 no.2

木片 no.3

小枝

莱

4525±25yBP

4530±25yBP

4570±25yBP

4445±25yBP

4475±25yBP

木片no.2 ■■ - -

木片no.3 帝 我 好

小技 --
葉 珊 瑚 野

3cm 340 3203 :刀∝1 28CO

触 d d3te (caJBC)

14C年代測定により得られた採取試料の年代はおおよそ4400-4600年前 (3020-3370calBC;縄

文時代前期頃)である.この年代は,伊吹町史編さん委員会 (2003)の報告した小泉層の年代 (おおよ

そ4500年前),小嶋ら (2006)の報告した新期堰止め湖堆積物 (おおよそ5000年前)とほぼ同時期で

あった.

伝承,地名の調査

姉川流域には,土砂崩落時を思わせる "伊吹弥三郎伝説",河道閉塞に伴 う湖の様子を伝えた "湖水
伝説",決壊時の有様を語り継いだ "蝉合伝説"などの多くの伝承が残されてい る.特に "伊吹弥三郎
伝説","蝉合伝説"ではそれぞれモデルと
される人物が西暦 1000年頃,1300年頃
にこの地域に存在する.またこの地域には

舟付と呼ばれる地名がみられ,舟で対岸に

渡ったという言い伝えが残る.これらの伝

承や地名が土砂崩落による姉川の河道閉

塞を伝えるものであると考えた場合,科学

的な証拠は見出されていないものの有史

時代にもこの地域に河道閉塞が生じてい

た可能性が指摘される.

姉川流域に伝わる河道閉塞に結びつく伝承･民話

まとめ

姉川地域に残る伝承は,その内容および伝承の継続性の視点から考えて紀元後のものであり,本研究

で得られた縄文時代前期頃の年代値との直接的な関係は指摘できない.しかし,伊吹山西斜面において

数回の崩落の跡が見られること,現地調査により多様な崩落堆積物が確認できたこと,紀元後にも伝承

に残されるような河道閉塞が生じたと考えられることから,この地域では伊吹山斜面の崩壊により紀元

前から河道閉塞が繰返しおこり,それに伴う湖が形成されてきた可能性が高いと考えられる.
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Geologyandchronologyofalandslide-dammedlakesuggested

byfolkloreofMt.Ibukiarea

AkikoGoto,KazuhiroSuzuki,ToshioNakamuraandAkikoIkeda

(CenterforChronologicalResearch,NagoyaUniversity)

Large-scalelandslidesoccurredrepeatedlyonthewesternandsouthernslopesofMt.Ibuki,

shigaPrefecture,centrよlJapan,anddammeduptheupperAnegawa-river(Kojimaeta1.,

2006).Large-scalelandslideshavebeeno氏entriggeredbyhugeearthquakeandノortorrential

rainevents.PrecisedatingofthedammlnglSimportantbecauseMt.Ibukiislocatedinthe

periodicinland-typehugeearthquakeareaincentralJapan.TodeterminethetimlngOf

landslide-dammingevent,wecarriedout14Cdatingofleaf,twigandstock-fragments,and

collectionoffわlkloreofMt.IbukiaI,ea.

TheAnegawa-riverrunsthrough theV-shapedvalleynamedasSemiai-Kyokokuwherethe

debriswasexcavated.Ariverterracespreadsoutmorethan3kmfromSemiai-Kyokokualong

theAnegawa-river. Theexposedsedimentarysuccessionconsistsmainlyofasiltlayer.

Chronologicalsa､mplesobtainedfromsamesedimentarylayerandcalculatedthecalendarage;

thesamplesshow3020-3370calBC(earlyJomonPeriod).

Thestoriesinthecollectedfわlkloresuggestthelandslide-dammingandtheendofdammed

lake.Someofcharactersinthestoriesconsideredtobebasedonrealparsonswholivedinthe

ll-14century.Ingeneral,thefolkloreispossibletopassdownoverseveralhundredyears.

Therefわre,thefわlkloredoesnotrelatetheJomonevent.

14CdatingandfわlkloreofMt,Ibukiareasuggestthatalandslide-dammedlakewould

occurrepeatedlyonAnegawa-river.

Reference:KojimaS.,NishioY.,XuS.,NagasawaC.,GotoH.,OhtaniT.andYairiK.(2006)

Lithologiccharactersand14Cagesofdammed-lake告edimentsalongtheAnegawariver,

EdsrernShigaprefecture,CentralJapan.Jour.JapanSoc.Eng.Geo1.,47,196-207.
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